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Oviposition behavior of an endangered butterfly Panchala ganesa loomisi (H. Pryer) (Lepidoptera, 


Lycaenidae) on the Boso peninsula 
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Abstract Oviposition of Panchala ganesa loomisi took place on clear days in late April-early May and included 
three kinds of behavior: 1) visiting new buds of the host tree by flight or on foot, 2) walking around a new bud in a 
horizontal stance, and 3) laying eggs inside bud scales with a downward stance. The female has ossified hook-shaped 


papillae anales. 
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緒 


ルー ミス シジミ Panchala ganesa (Moore) は , HA, BE, 
中 国 西 部 , 海南 島 , ミャンマー, ラオ ス , ヒマ ラ ヤ 地方 に 
分 布 し , 常緑 の カシ 類 を 食 樹 と し て いる (AK, 2006; 矢 
FH, 2007). AREFE P ganesa loomisi (H. Pryer) は , AIH, 
四国 , 九州 と , 島 風 で は 隠岐 と 屋久 島 に 分 布 し て いる (Jil 
Bl - BAK, 1976 : CP, 1985) が , 現在 で は 多く の 産地 で 
絶滅 し た と 考え られ (間野 ・ 藤 井 , 2009 : 矢田 ・ 上 田 , 
1993 : 淀江 ・ 坂 田 , 2004 : 巣 瀬 ・ 枝 , 2003), HOL y F 
リス ト で は , 絶滅 危 條 TT 類 に 掲げ られ て いる (環境 省 自然 
環境 局 野生 生物 課 希 少 種 保全 推進 室 , 2015). 


本 種 の 房総 半島 で の 生活 喝 に つい て , 最近 , 井上 (2013) 
は 定期 的 な サン プリ ング を 行っ て 幼生 期 の 発生 消長 な ど を 
調査 し た . その 結果 , 本 種 が 房総 半島 で は 春 だ け に 産卵 す 
る 年 1 化 で ある こと が ほぼ 確実 に な っ た . 


成虫 の 生態 で は , 近年 , 越冬 中 の 様子 に つい て の 観察 例 は 
か な り 集 積 さ れん て き て いる (例え ば , FR, 1988a, b> 4 
Be, 1993; 木下 , 1988, 1992, 1994; 岸 , 1993 清水 , 
1988; 田中 ・ 黒 田 , 2009 : 田中 ら , 2009). また , 従来 は 
観察 例 が な いと され て いた (福田 ら , 1984) LRE D 
各地 で 報告 され る よう に な り (例え ば , 阿部 ・ 倉 西 , 
1989; $H, 2005; 佐々 木 , 1987, 1990; 田中 ・ 黒 田 , 
2009 : 田中 ら , 2009), 野外 で の 交尾 も , 房総 半島 で は 4 月 
中 旬 に 観察 され た (岩坂 , 1994). 


チョ ウ の 産卵 は 交尾 と 並ん で 種 の 維持 の た め に 最も 重要 な 
行為 で あり , 産卵 行動 は 様々 な 種 で 研究 され て きた (本 田 , 
2005). ルー ミス シジミ の 産卵 行動 に つい て は , 奈良 県 春 
日 山 で の 1954 年 4 月 27 日 の 観察 記録 が ある (水田 , 1954). 


Ol 





_ それ に よる と , 午後 1 時 半 頃 , WEI (イナ イガ シ の ) 先端 


付近 の 新芽 に 止ま っ た り 飛 ん だ りす る 行動 を 繰り 返し た の 
b, 日 当たり の よい 南側 に まわ っ て 麹 を 半 開 し て 静止 し た . 
ZOE, 再び 飛ん で 地上 約 2m ま で お り て , し ば らく 歩き 
まわ っ た の ち , 一 つの 新芽 に 止ま っ た . いっ た ん 芽 か ら 校 
の 方 に 歩い て , 尾 端 を 曲げ な が ら 先 端 に 戻り , 振り 返る と 
ころ で ちょ っ と 止ま っ て ( 芽 鱗 の 内 側 に ) 産 卵 し て 飛び 立っ 
た と いう . 房総 半島 で は , 野村 (1985) 28, 1984 年 3 月 中 
旬 の 正午 頃 に , 10 個 体 以 上 が アカ ガ シ の 芽 に 止ま っ た り 飛 
ん だ り , 腹部 を 曲げ て 芽 を まわ っ た り し て いた と 報告 し て 
いる . また , 雌 は 芽 の 基部 で は な く 真 ん 中 より も 先端 の 方 
を ぐる ぐる 歩い て いた と 記し て いる . AR (1994) は , 
1990 年 4 月 12 日 , 20 日 , 25 日 に アラ カシ や イチ イガ シ で 「 産 
卵 動 作 ] を と る 個体 を 観 窪 し て お り , その 際 に は , 頭 部 を 
芽 の 基部 方 向 に 向け て いる 場合 も , 先端 方 向 に 向け て いる 
場合 も あっ た こと や , 芽 の 周り を 移動 し た こと , 日 光 浴 を 
し た こと な ど が 記さ れ て いる (岩坂 (1994) は 実際 の 産卵 
の 瞬間 を 見 て いな いた め , TEREE] と 表現 し た と 述べ 
て いる ). 仁平 (1985) は , 本 種 の 卵 が 開き か けた 芽 の 芽 
鱗 の 内 側 か ら 発見 され る こと か ら , 母 蝶 が 枝 元 に 向かい 頭 
部 を 下 に し た 状態 で 産卵 する と 考察 し た が , これ は 実際 の 
観察 結果 の 記述 で は な い . 鳩山 (1997) は 飼育 下 の 吹 流 
し 内 で , 雌 が 新芽 に ま と わ り つ い て ぐる ぐる 回 り , 一 つの 
芽 に 30 分 以上 ま と わ り つ い て いた 場合 も あっ た と 記し て 
いる . 





この よう に ルー ミス シジミ の 産卵 行動 に つい て は , いく つ 
か の 観察 例 が ある 程度 で , 十分 に 解明 され た と は いえ な い . 
特に , 実際 に 卵 が 産ま れん た と 考え られ る 場面 を 野外 で 観察 
し た の は , 水田 (1954) の み で ある と 思わ れる . 筆者 は , 
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Fig. 1. Observation point (site A) of oviposition behavior of Panchala ganesa loomisi, in Kamogawa 
City, Chiba Prefecture. The host tree (Quercus acuta) grew on a steep cliff. 





Fig. 2. Observation point (site B) of oviposition behavior of P. ganesa loomisi, in Kamogawa City, 


Chiba Prefecture. The host tree (Q. acuta) still survived after falling down as a result of a heavy 
snowfall and had many twigs developed from the trunks. 
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成虫 の 産卵 行動 の 記録 を 集積 する た め , 房総 半島 で 4 年 間 
に わた っ て 観察 を 行っ た の で , 本 報 で は それ ら の 結果 を 報 
告 する . 


調査 地 お よび 観察 方 法 


千葉 県 鴨川 市 の 2 か 所 の ルー ミス シジミ 生息 地 (サイ ト A 
お よび B) に お いて , 2012 ~ 2015 年 に 野外 調査 を 行っ た . 
上 記し た 先行 研究 か ら , 産卵 行動 が 観察 され る の は 主 に 4 
ーー 5 月 で ある と 考え られ た た め , 調査 は 各 年 の 4 一 5 月 に 
行っ た . 

サイ ト A は , 井上 (2013) に 
で ある . 


記し た 調査 定点 (標高 約 95m) 
ここ に は アカ が ガン Quercus acuta Thunb., ウラ ンジ 
ロ ガ ン Q. salicina Blume, アラ カン Q. glauca Thunb. 348 
の カン 類 が 自生 し て いる (Fig. 1). Sean 
シ 類 の 周辺 を 地上 か ら 観 察し , 成虫 を 発見 し た 場 は 可 
能 な 限り 日 視 で 追跡 し て 行動 を 記録 し , PD 

た . サイ ト A で は , 2012 年 に は 予備 的 調査 を , 2013 年 と 
2014 年 に は 詳細 な 調査 を , 201$ 年 に は 産ま れ た 卵 を 確認 


る た め の 補 足 調査 を 行っ た . 


サイ ト B (標高 約 120 m) は サイ ト A と は 異な る 谷 で , 2014 
年 2 月 に 関東 地方 各地 に 被害 を も た らし た 記録 的 な 積雪 に 
よっ て , アカ ガ シ の 大 木 が 根 返 り し て 倒れ て いた (Fig. 2). 
倒れ る 前 の 樹高 は 約 153m あ っ た と 推定 され , 木 の 頂上 部 は 
沢 の 中 に , 根元 は 崖 上 に 位置 し て いた . 根元 付近 か ら 6 本 
の 幹 が 出 て お り , 横倒し に な っ た 幹 か ら 多 数 の 新芽 が 萌芽 
CN GY 
, 幹 の 中 間 付近 は 地上 か ら 約 2m の 高き に あり , BOL 
登っ て 観察 する ゐる こと が で きた . この アカ ガ シ は , ウラ ジ 
a as 
ジロ ガ シ と アラ カシ が 数 本 ずつ 自生 し て いた . サイ ト B で 
は 2015 年 に の み 調査 を 行っ た が , 具体 的 な 方 法 に つい て は 
結果 で 述べ る 
HE OTB AL TE E EEB E CBR L, 写真 を 撮影 


し た . 比較 と し て ムラ サキ シジミ Narathura japonica 
(Murray) で も 同様 に 観察 し た 








Table 1. Summary of the observation of oviposition behavior of Panchala ganesa loomisi conducted in Kamogawa City, Chiba 


Prefecture, central Japan. 





. Observation No. of adults Time of adults oe 00 MR Condition of 
Date Site Weather horizontal downward 
time observed observed i Q. acuta buds 
walking observed stand observed 
cloudy (sometimes 
2013 Apr. 18 A 11:30-13:00 0 - - before open 
clear) 
2013 Apr.25 A clear 10:50-13:12 1 11:13-13:00 11:16-12:25 11:17-12:23 before open 
2013 May 2 A cloudy 11:50-13:02 0 before open 
2013 May 9 A clear 10:12-13:05 2 10:31-11:49 = notobserved not observed partly unfolded 
2013 May 15 A clear 12:00-13:00 0 - 3 spread 
2013 May 22 A clear 11:30-12:05 0 - - spread 
2014 Apr.27 A clear 09:49-14:45 4 10:08-14:44 11:06-13:44 11:57-13:44 before open 
lear (t il 
2014May3 A 0 Y 0922-15:15 2 10:17-14:52 11:21-14:59 14:08-14:55 before open 
loud j 
2014 May 8 a Udy (sometimes no00.3:00 0 : - partly unfolded 
clear) 
2015 Apr.26 A clear 08:47-12:09 2 09:32-12:09 12:00-12:09 12:00-12:09 before open 
] ti 
2015May7 B ce a eS 09:00-14:30 11:02-14:20 12:59-14:05 12:59-14:05 before open 
2015 May 14 B clear 08:38-13:20 1 08:38-08:44 notobserved not observed partly unfolded 
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結 果 
調査 結果 を 要約 し て Table 1 に 示し た . 雨天 日 に は 調査 を 
行っ て いな い が , 鞭 天 が 優勢 で あっ た 日 に は 成虫 は 観察 き 
れ な か っ た . また 新 葉 が 展開 し て し まう 35 月 中 旬 以 降 に 
は , 成虫 が 見 られ る こと は あっ て る も 産卵 行動 は 観察 され な 
か っ た . 


青天 日 に は サイ ト A に は 09:30 頃 か ら 日 が あたり 始め , 
10:00 頃 に は 観察 対象 と し た カシ 類 全体 に 日 が 当たる よう 
に な っ た . そし て 14:00 頃 か ら 徐 々 に 日 陰 に な り 始 め , 
14:13 頃 に は 完全 に 日 が 当ら な く な っ た . また サイ ト B の ア 
カ ガ シ に は 08:50 頃 か ら 木 漏れ 日 が 当たり 始め , 10:50 頃 に 
全体 に 日 が 当たる よう に な っ た . そし て 14:00 頃 か ら 日 陰 
に な り 始 め , 14:30 頃 に 完全 に 日 が 当ら な く な っ た . 


サイ ト A で は , 成虫 は 多く の 場合 , 10 時 頃 か ら 産 卵 場 所 付 
近 に 出現 し た (Table 1). 成虫 は , アラ カシ や ヤ ウ ラ ジロ が 
シ の 葉 ゃ や ゃ 新芽, また は 隣接 し て 生え て いた シロ ダ モ 
Neolitsea sericea (Blume) Koidz. の 葉 に 止ま る こと も あっ た 
が , それ ら は 短 時 間 で , 大 半 の 時 間 を アカ ガ シ の 樹 上 ( 概 
ね 3 ~ 6m の 高き ) で 過ごし て いた . 成虫 は , RAZY 
や 葉 上 を 歩行 し た り し て , アカ ガ シ の 新芽 を 訪れ た . 成虫 
は し ば し ば 新芽 に 対し て 直角 (横向 き ) に 止ま っ て 芽 の 周 
囲 を ぐる ぐる と 歩行 し た (Hig. 3). 一 つの 芽 を 数 回 回 る こ 
と も あり , また 芽 を 回 りな が ら 北 を 半 開 す る こと も あっ た . 
さら に , 芽 の 周囲 を 歩行 し た 後 , 芽 に 対し て 下向き (完全 
に 下向き と は 限ら ず , や や 斜め 下向き の 場合 も あっ た ) に 
止ま り , 腹部 を 曲げ て 腹 端 を 芽 に 密着 させ る の が 時 々 確認 
され た (Fig. 4). 


芽 の 周囲 を 歩行 する 行動 は 11:06 ~ 14:59 に , また 芽 に 下 向 
き に 止ま っ て 腹 端 を 密着 させ る の は 11:17 ~ 14:55 に 観察 き 
れ た . 芽 の 周囲 を 歩行 し て も 腹 を 曲げ な か っ た り , 下向き 
に な ら ず に 他所 へ と 移動 し て し まっ た りす る 場合 も 多く , 
隣接 する 複数 の 非 を わた り 歩 く こ と も あっ た . 成虫 は , 時 
折 . カシ 類 の 葉 上 で 次 を 開い て 休息 (AIH) し た . Ex, 
付近 の 下草 に 止ま っ た り , 地面 に お り て 川岸 の 濡れ た 石 で 
吸水 行動 を と っ た りす る の も 観察 くさ れ た. 行動 中 に は , 同 
種 の 他 個体 や ムラ サキ シジミ と も つれ 合う よう に 飛ぶ こと 
も あっ た . 成虫 が 産卵 場所 付近 か らい な く な る 時 刻 は , 概 
ね 13 ~ 15 時 頃 で あっ た . 成虫 が 出現 する 際 に は , 多く の 
場合 アカ ガ シ の 上 空 か ら 飛 来 し , また 産卵 行動 を 終え た 
後に は 上 空 へ と 飛び 去っ た . 


2013 年 4 月 26 日 に は , サイ ト A で 成虫 が アカ ガ シ 新 芽 で 数 
回 下向き に 止ま る の を 確認 し , その 後に その 新芽 を 採集 し 
REA, 芽 鱗 の 内 側 か ら は 2 卵 が 発見 きれ た . この こと 
を 受け て , 2015 年 月 7 日 に は サイ ト B で 詳細 な 観察 を 行っ 
た . 以下 に その 結果 を 記す 


当日 の 09:00 に サイ ト B に 到着 し た 直後 に . アカ ガ シ の 新芽 
に 卵 が 産ま れ て いる か どう か を 可能 な 限り 調べ た . 大 部 分 
の 新芽 は まだ 展開 し て いな い 状 態 だ っ た . アカ ガ シ の 芽 鱗 
は 薄い 緑色 で 毛 な ども な いた め , 卵 が 産ま れ て いる 場合 に 
Ihab Bit CHAS (井上 (2013) OFig. 1A4 お よび 本 


報 の Fig. 5). 倒れ た 幹 の 下 側 な どか ら 出 て いた 一 部 の 新芽 
を 除い て , 合計 約 s00 個 の 新芽 を 調べ た 結果 , 8 個 の 芽 に 10 
卵 が 産ま れ て いる の を 確認 し , それ ら の 付近 の 枝 に 印 を つ 
けた . 


11:02 ~ 11:07 頃 と 12:03 に , 成虫 1 匹 が アカ ガン 付近 に 飛来 
し た が , 産卵 行動 は 確認 で き な か っ た . FOR, 12:46 に 
成虫 1 匹 が 飛来 し , アカ ガ シ や ウラ ジロ ガ シ の 芽 や , 倒れ 
た アカ ガ シ の 幹 に 止ま る 行動 を 繰り 返し た . 


12:59 ~ 13:02 に 成虫 が 横向 き に な っ て 新芽 の 周囲 を ぐる ぐ 
る と 歩行 し た り , 芽 に 対し て 下向き に な っ た りす る の を 数 
回 確認 し た . 成虫 が この 芽 を 離れ た の ち に , 2 卵 が 産ま れ 
て いる の を 確認 し た (Fig. 5). その 後 , この 個体 が 13:12, 
13:37, 13:41, 13:47, 14:05 に 別々 の 新芽 で 下向き に な る 
の を 確認 し , 成虫 が 移動 し た の ち に , それ ら の 芽 を 調べ た 
と ころ , 各々 2, 1, 1, 1, 2 卵 が 産ま れ て いた . これ ら の 
新芽 は , 当日 の 朝 に は 卵 が 産ま れ て いな か っ た 芽 で ある . 
すなわち , この 個体 は 12:S9 ~ 14:05 の 間 に , 少な く と も 6 
個 の 芽 に 9 卵 を 産ん だ . 14:00 頃 に は アカ ガ シ の 幹 の 約 半 分 
に は 日 が 当たら な く な り , 14:15 頃 に は 根元 部 分 を 除い て 
ほぼ 完全 に 日 除 に な っ た . 成虫 は 14:15 に いっ た ん 高 所 へ 
と 飛び , 14:20 に 再び アカ が ガ シ 付 近 に 飛来 し た が , 14:05 よ 
り 後に 産卵 行動 は 確認 で き な か っ た . 


ERROS RENAE 


雌 成 虫 は 腹部 末端 に , 腹 側 に 湾曲 し た 硬い 一 対 の 有 毛 の カ 
ギ 状 構造 を 持ち , その 中 心 部 に は 管状 構造 が 認め られ た 
(Fig. 6). ムラ サキ シジミ の この 部 分 は , 有 毛 の 軟らか い 
構造 で あっ た (Hig.7). 


考 & 


ー 連 の 産卵 行動 は , ① 短 距離 を 飛ん だ り 歩 行 し た り し て , 
新芽 や 葉 上 に 止ま る , ② 新 芽 に 横向 き に 止ま っ て 周囲 を ぐ 
る ぐる と 歩行 する , ③⑧ 新 芽 に 下向き に 止ま っ て 腹 端 を 密着 
させ る (産卵 ) の 3 つか ら 成 っ て いる と 考え られ る . Old 
芽 の 状態 が 産卵 に 適し て いる か どう か を 探っ て いる 行動 で 
ある と 思わ れる . 野村 (1985) は , 雌 は 芽 の 基部 で は な く 
真ん中 より も 先端 の 方 を ぐる ぐる 歩い て いた と 記し て いる 
が , 今回 の 観察 で も 殆ど の 場合 は これ と 一 致し た . た だ し , 
まれ に 新芽 の 真ん中 より も 基部 に 近い 位置 を ぐる ぐる 回 る 
場合 も あっ た . ③ は 2015 年 の 調査 に よっ て , 産卵 の 瞬間 で 
ある こと が 明らか に な っ た . Fig. 4 で は , 腹部 末端 と 接触 
し て いる 芽 の 表面 が 浮き 上 が っ て いる こと が 認め られ る . 
水田 (1954) は , 新芽 に 止ま っ た 雌 は , いっ た ん 芽 か ら 枝 
の 方 に 歩い て , 尾 端 を 曲げ な が ら 先 端 に 戻り , 振り 返る と 
ころ で ちょ っ と 止ま っ て 産卵 し た と し て いる . この 振り 
返る と ころ で ” と いう 表現 は , 上 記 の ③ に あたる 下向き 姿 
熱 で あっ た 可能 性 が 高い . 雌 は 硬い カギ 状 の パ ビ ラ ・ ア ナ 
リス を 備え て いた が , これ を 芽 鱗 の 隙間 に 差し 込ん で その 
内 側 に 卵 を 付着 きせ る と 考え られ る . この パピ ビ ピラ ・ ア ナリ 
ス の 形態 と 芽 鱗 の 内 側 に 産卵 する 習性 と の 対応 に つい て 
は , 川副 ・ 若 林 (1976) も 言及 し て いる . 
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Figs 3-5. Adult behavior observed on Q. acuta and eggs found 
inside the bud scale. 
3: Walking around a new bud in a horizontal stance (April 25, 
2013, 12:21). 4: Egg laying with a downward stance on a new 
bud (April 25, 2013, 11:17). 5: Eggs found inside the bud scale 
of Q. acuta just after the downward stance (May 7, 2015). 





Figs 6-7. Papillae anales of Panchala ganesa and Narathura japonica, 


6: P. ganesa, emerged on June 23, 2013 (larva was collected on June 4, 2013 from Q. acuta in Kamogawa City and reared in room 
conditions). 7: N. japonica, collected on June 24, 2013 in Hachioji City. 
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パピ ラ ・ ア ナリ ス は , 一 対 の 椿 円 形 ま た は 腎臓 形 の 有 毛 で 
軟らか い 葉 片 で 中 央 に 産卵 孔 が 開口 する が , 卵 を 植物 組織 
内 に 産む グル ー プ で は , 突き 刺し 型 に 変形 し て いる (駒井 
Ò, 2011), ルー ミス シジミ 属 (Panchala) の パピ ビラ ・ ア 
ナリ ス は , 強く 骨 化 し て 三日月 形 の 大 き な 産 卵 答 と な る ( 川 
副 ・ 若 林 , 1976). 川副 ・ 若 林 (1976) に は ルー ミス シ ジ 
ミ と ムラ サキ シジミ の パピ ラ ・ ア ナリ ス が 図示 され て いる 
が , 写真 が 示さ れ た の は 本 報 が 初め て で ある と 思わ れる . 


今回 の 観察 で は 芽 の 周囲 を 歩い て 回 っ て も , 下向き に な ら 
ず に 他 の 芽 や 葉 に 移っ て し まう こと も 多かっ た . Ek, 複 
数 の 新芽 の 間 を (産卵 せ すず に ) 往復 する の も 観察 され た . 
水田 (1954) も , ムラ サキ シジミ は 手当 た り 次 第 産 卵 する 
が , ルー ミス シジミ は “ 気 む づか し 屋 で ある と 記し て い 
る . 野外 で 同じ 芽 に 複数 の 卵 が 産ま れ て いる 例 も 少な か ら 
ず あ り (水田 ら , 1953; 本 報 の Fig. 5), 中 に は 同じ 芽 鱗 に 
2 卵 が 産ま れ て いる 場合 も ある (GEE, 2013). 2013 年 5 月 7 
日 の 観察 で は , きわ め て 短 時 間 の うち に 同じ 非 に 2 卵 を 産 
ん だ と 考え られ る 例 が 3 例 あ っ た . 井上 (2013) の 調査 で は , 
卵 の 密度 は , 高い 場合 で も 芽 (シュ ー ト ) 当たり 0.1 程 度 
で あっ た . これ ら の こと か ら , 産卵 に 適し た 芽 の 状態 は 限 
られ て いて , 雌 は 産卵 する 芽 を か な り 慎 重 に 選ん で いる と 
考え られ る . 野村 (1985) は , 房総 半島 で 1984 年 5 月 中 旬 
に 今回 の ② に あたる 行動 を 観察 し て いる こと か ら , 3 月 中 
旬 以 降 で も 産卵 する こと が ある と 考え られ る . LOL, サ 
イト A の アカ ガ シ で は , 2012, 2013, 2014 年 と も 5 月 第 2 半 
旬 に は 開 葉 が 始ま っ た が , その 時 期 以 降 に は 成虫 が 観察 
れる こと は あっ て も 産卵 行動 は 確認 され な か っ た . ERY 
イト B の アカ ガ シ で も , 2013 年 5 月 14 日 に は まだ 展開 し て 
いな い 新 芽 も あり , 付近 で 成虫 が 観察 され た に も か か わら 
ず 産 卵 行 動 は 見 られ な か っ た . 同一 の 場所 (また は 寄主 植 
物 の 同一 個体 ) で 産卵 が 起こ る の は , か な り 短 い 期間 に 限 
られ て いる と 考え られ る . 


本 種 の 卵 は 殆ど の 場合 , 未 展開 も し く は や や 緩み 始め た 乾 

の 非 角 の 内 側 か ら 発見 きれ て いる (例え ば 今立 ら , 
1953; 井上 , 2013 : 岩野 , 1985; 岩野 ・ 紺 野 , 1983; 川副 ・ 
今立 , 1956; KF, 1988) が , ③ の 行動 は まだ 外見 的 に は 
開い て いな い 状 態 の 芽 で の み 見 られ た . この こと か ら , KR 
み 始 め た (開い た ) 芽 か ら 発 見 され る 卵 は , 産ま れ て か ら 
ある 程度 日 数 が 経過 し た も の で ある 可能 性 が 高い . 


水田 (1954) は 午後 1 時 半 頃 , 野村 (1985) は 正午 頃 に , 
岩坂 (1994) は 9 時 半 11 時 頃 に , それ ぞ れ 産卵 行動 (の 
一 部 ) を 観察 し て いる . 今回 の 観察 結果 で は , 一 連 の 産卵 
行動 は 10 時 ~ 15 時 頃 に , 新芽 に 下向き に 止ま っ て 腹 端 を 
密着 きせ る の は 11 時 一 15 時 頃 に 観察 され た . また 曇天 時 
に は 成虫 が 観察 され な か っ た . これ ら の こと か ら , ルー ミ 
スシ ジミ の 産卵 は , 晴れ た 昼間 に 行わ れる と 考え て よい で 
HAA. 産卵 場所 周辺 へ の 飛来 は 10 時 ー 11 時 頃 で , サイ 
ト A で は 多く の 場合 , 崖 の 高 所 か ら 飛 来 し た よう で あっ た . 
また 成虫 は 13 時 一 15 時 頃 に は 産卵 場所 か らい な く な っ た 
が , や は り 高 所 へ と 飛び 去る 場合 が 多かっ た . サイ ト B で 
も 成虫 は 他所 か ら 飛 来 し た . すなわち 成虫 は , 夜間 は 産卵 


木 と は 異な る 場所 で 過ごし て いる と 考え られ る . SH, 産 
卵 場所 付近 で , 川岸 の 石 で 吸水 し た り , 落ち 葉 や 下草 に 止 
まっ た りす る 個体 も 観察 きれ た が , それ ら が 雌 で ある か ど 
うか は 確認 で き な か っ た . 田中 ら (2009) は , 越冬 中 (11 
月 お よび 2 月 ) の 成虫 が 地表 で 吸水 し た こと を 報告 し て いる 


房総 半島 で の 本 種 の 食 樹 と し て , これ まで に イチ イガ シ 
Quercus gilva Blume (岩野 , 1985; 岩野 ・ 紺 野 , 1983 : 岩 阪 , 
1991, 1994; AF, 1985; 根本 , 1999 : 仁平 , 1985 : 山崎 , 
1982), アラ カシ (木下 , 1985, 1988, 1990; 根本 , 
1999; 仁平 1985), ウラ ジロ ガ シ (福井 , 1988 : 鳩山 , 
1997; 井上 , 2013; AF, 1985, 1988; 仁平 , 1985), ツ 
ク バ ネガ シ Q. sessilifolia Blume (鈴木 , 2009), アカ ガ シ (H 
E, 2013 : 城田 , 2010) が 知ら れ て いる . し か し これ ら の 
中 で も , 具体 的 な デー タ を 伴っ た 報告 は 少な く , また 同時 
に 複数 種 の カシ 類 を 調査 し た 例 も , 井上 (2013) を 除い て 
殆ど な いた め , 実際 に どの 樹種 が 主要 な 食 樹 と な っ て いる 
か の 判断 は 困難 で ある . 


観察 地 付近 で は , アカ ガ シ と ウラ ジロ ガ シ に ルー ミス シ ジ 
ミ が 産卵 し て いる こと が 確認 まさ ん て いる (井上 , 2013). 
これ ら の うち ウラ ジロ ガン シ の 本 数 は 多く , 尾根 に も 谷 に も 
普通 に 生 を て いる が , 卵 や 幼虫 の 密度 は アカ ガ シ ほ ど 高 く 
e アカ ガ シ で は 卵 や 幼虫 の 密度 は 
高い が , 谷 に 生え て いる 本 数 は 少な い . 仁平 (1985) や 木 
HG 
理由 と し て 主要 な 食 樹 で は な い だ ろ うと し て いる が , 尾根 
に 生え を た アカ ガ シ で の 産卵 行動 や 幼生 期 の 発生 状況 を 調査 
し た 例 は これ まで に な いと 思わ れる . 今後 , 尾根 が ルー ミ 
スシ ジミ の 発生 場所 に な っ て いる か どう か を 確認 する こと 
が 必要 で ある . アラ カシ は ウラ ジロ ガン シ と 同様 に , 調査 地 
付近 で の 本 数 は 多く , 尾根 に も 谷 に も 生え て いる . TIA 
シ の 藤 芽 時 期 は 他 の カシ 類 よ り も 早い た め , も し 4 月 中 旬 
以前 に ルー ミス シジミ が 産卵 する と し た ら , アラ カシ を 利 
用 し て いる 可能 性 が 高い (井上 , 2013). 実際 に 岩坂 (1994) 
は 1990 年 4 月 12 日 に アラ カシ で 産卵 行動 と 思わ れる 行動 を 
観察 し て いる . この た め 2013 年 に は , 3 月 21 日 か ら $ 月 22 日 
まで 8 回 に わた っ て , 生息 地 の 各 所 か ら 合 計 1411 本 の アラ 
カシ の 春 シ ュー ト を サン プリ ング し て , 卵 や 幼虫 の 発見 に 
つと め た . これ ら に は 展開 前 の 芽 か ら 葉 が 硬く な る まで の 
様々 な 状態 の も の (一 部 は 花芽 ) が 含ま れ て いた が , 卵 ・ 
幼虫 ・ 遇 を 発見 する こと は で き な か っ た GEL 未 発表 ). 
この こと か ら , アラ カシ は ルー ミス シジミ の 寄主 植物 と し 
て は あま り 好 まれ な い 樹 種 で ある と 考え られ る . 展開 前 の 
ァ アラ カシ の 新芽 は , アカ ガ シ , ウラ ジロ ガ シ , イチ イガ シ 
と は 異な り , 粘着 物質 で 覆 わ れ て いる . アラ カシ が 寄主 植 
物 と し て 好ま れ な い 理 由 は , この 粘着 物質 が 産卵 する 際 の 
障害 に な っ て いる た めか も し れ な い . 上 記 の よう に イチ イ 
ガ シ で の 卵 の 発見 記録 は 過去 に は 多い が , 今回 の 観察 地 付 
近 で は , 尾根 また は 細い 谷 の 源 頭 部 で 数 本 の 大 木 を 確認 し 
て いる だ け で ある た め 十 分 な 調査 が で き て いな い . ツク バ 
ネガ シ か ら の 効 生 期 に つい て は , 鈴木 (2009) 以外 に は 報 
告 が な いと 思わ れる . これ ら の 利用 頻度 に つい て は 今後 
の 課題 で ある . 
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本 種 と 近 縁 み ムラ サキ シジミ の 雌 は , 芽 の 基部 , ほこ ろ び 
か けた 芽 , BH, 成 葉 な ど に 直接 卵 を 産み つけ る . 雌 は 葉 
表 に 止ま っ た 後 , 歩い て 新芽 付近 に 行き つく と , 腹部 を 曲 
げ て 1 卵 を 産み つけ る . その 後 飛び 立っ て 小 休止 を し た 後 
同様 な 行動 を 繰り 返す (福田 ちら, 1984). また ムラ サキ ツ 
IN XN. bazalus Hewitson で も , 卵 は 成 葉 裏面 や , 古 枝 , 新 
芽 な ど に 直接 産み つけ られ る . 雌 は 新芽 に 触れ た 後に 小 飛 
し て 成 葉 の 裏面 に 産卵 する 場合 と , 直接 新芽 や 新 葉 に 産卵 
する 場合 が ある が , いずれ の 場合 で も , 産卵 の 前 後に 産卵 
対象 の 枝 か ら 離 れ て 静止 する (福田 ら , 1984). ルー ミス 
シジミ と , ムラ サキ シジミ お よび ムラ サキ ツバ メ で は , E 
卵 と 小 休止 (静止 , 日 光 浴 ) が 繰り 返さ れる 点 で は 共通 し 
て いる が , 産卵 部 位 が 異な る た め , ムラ サキ シジミ や ムラ 
サキ ツバ メ で は 芽 の 周囲 を 回 る 行動 や 芽 に 下向き に 止ま っ 
て 産卵 する 行動 は 観察 され て いな い . これ ら の 行動 は , 芽 
鱗 内 部 に 産卵 する ルー ミス シジミ に 特異 的 な 行動 で ある と 
考え られ る . 


今回 の 観察 に よっ て . ルー ミス シジミ の 産卵 行動 が か な り 
詳し く 明 ら か に な っ た . し か し , 春 李 の 行動 の うち , 野外 
で の 交尾 に つい て は 人 岩坂 (1994) 以外 に 観察 例 が な いと 思 
われ る た め , 今後 , 配偶 行動 の 実態 を 調査 する 必要 が ある . 


摘 = 
千葉 県 鴨川 市 の ルー ミス シジミ 生息 地 に お いて , 2012 ~ 
2015 年 に , 成虫 の 産卵 行動 を 調査 し た . 


産卵 行動 は , 4 月 下旬 ~ 5 月 上 旬 の 晴天 の 昼間 に 観察 され , 
主として , ① 短 距離 を 飛ん だ り 歩 行 し た り し て , 新芽 や 葉 
上 に 止ま る , ② 新 芽 に 横向 き に 止ま っ て 周囲 を ぐる ぐる と 
歩行 する ,③ 新 芽 に 下向き に 止ま っ て 腹 端 を 密着 きせ る ( 産 
卵 ) の 3 つか ら 成 っ て いた . 2013 年 5 月 7 日 に は , 1 匹 の 雌 が 
12:59 14:05 の 間 に 6 個 の アカ ガ シ の 芽 に 9 卵 を 産む の が 観 
BSN. 雌 は 硬い カギ 状 の パピ ビラ ・ ア ナリ ス を 備え て お 
り , これ を 未 展 開 の 新芽 の 芽 鱗 の 隙間 に 差し 込ん で , 卵 を 
芽 鱗 の 内 側 に 付着 させ る と 考え られ た . また , ルー ミス シ 
ジミ の 他 個 体 や ムラ サキ シジミ 成虫 と ,。 も つれ あう よう に 
飛ぶ こ と も あっ た . 産卵 場所 付近 で は 成虫 が 下草 に 止ま っ 
た り , 地面 に 下り て 川岸 の 石上 で 吸水 し た りす る 行動 も 観 
察 さ れ た . 
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Summary 


In order to clarify the oviposition behavior of an endangered 
(vulnerable) butterfly Panchala ganesa loomisi, field observations 
were conducted in 2012-2015 in Kamogawa City, Chiba Prefecture, 
central Japan. 


Oviposition took place on clear days in late April-early May and 
included three kinds of behavior: 1) visiting new buds of the host 
tree by flight or on foot, 2) walking around a new bud in a horizontal 
stance (‘horizontal walking’) and 3) laying eggs inside bud scales 
with a downward stance (‘downward oviposition ). The ‘horizontal 
walking’ and the ‘downward oviposition’ behaviors were observed 
between 11:06 and 14:59 and between 11:17 and 14:55, respectively. 
On May 7, 2015, one female laid nine eggs inside the scales of six 
buds of Quercus acuta between 12:59 and 14:05. 


Adults left the oviposition site by around 15:00. On this basis it 
seems likely that they pass the night elsewhere than on the host trees. 


The female had ossified hook-shaped papillae anales. It is thought 
that the female inserts them inside the bud scale to lay eggs. 


Adults sometimes sucked water from a wet stone or rested on 
undergrowth near the oviposition site. 
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